
2.6　微分係数の図形的意味



　関数のグラフの点における接線とは，直感的にいうと，下図のようにその点
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[定理 2.6] 関数 f が定義域の実数 p において微分可能であるとき，p におけ

る f の微分係数は f のグラフの点
(

p,f(p)
)

における接線の傾きである．


